
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本号では令和７年度の全国畜産縦断いきいきネットワーク大会、畜産女性経営者育

成研修会、行政ご担当者との意見交換会等について報告いたします！ 
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 令和７年１２月１１日（木）、ネットワーク設立 20 周年を迎えた全国畜産縦

断いきいきネットワーク大会を開催しました。 

 大会には会員の皆さんを始め、協賛会員や各県畜産会、農林水産省、その他関

係組織等から総勢 100 名の方々が出席しました。 

 併せて、同日、中央畜産会が実施する事業（多様な担い手育成支援事業）の一

環として畜産女性経営者育成研修会を開催しました。 

【次第】 

■大会テーマ：いきいきネットワーク設立 20 周年～次の世代につなぐ、未来へ～ 

■開 催 日 時：令和７年１２月１１日（木）１３：３０～１７：２０ 

■開 催 場 所：エッサム神田ホール２号館 ３階 2-301 号室 

■開 催 内 容： 

 開会 主催者挨拶 前会長 畠中 五恵子さん（福岡県） 

新会長 砂流 裕美子さん（島根県） 

来賓挨拶  （公社）中央畜産会 副会長 姫田  尚 様 

 

講演（畜産女性経営者育成研修会） 

テーマ：「海外畜産事情調査で感じたこと」 

講演者：農林水産省大臣官房審議官（兼消費・安全局兼輸出・国際局） 

木下 雅由 様 

 

いきいきネットワーク設立 20 周年を迎えて 

 地域の女性グループの活動報告 

 

いきいきネットワーク会員の拡充に向けて 

 

意見発表会（２分間スピーチ） 

テーマ：設立 20 周年を迎えた感想。今後の展望など等 

 

大会宣言 

令和７年度大会宣言を発表！ 採択へ・・・。 

 

閉会  

令和７年度大会開催報告 
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～大会の開催概要～ 

 

協賛会員のブースを設置しました。ブースには、株式会社中嶋製作所様（中央

畜産会施設・機械部会会員）が出展し、資料の配布や機器の紹介を行いました。 

さらに協賛会員の皆様よりお送りいただいたチラシ等を資料に同封しました。 

                   

← 株式会社中嶋製作所 様 

                                 

畜産用自動給餌システムを中心に、採

卵鶏用、ブロイラー用、養豚用、肉牛用

などの機器を、自社開発・製造・販売を

しています。 

 

 

 多くの会員やご友人がブースを訪

れ、熱心に質問されたり説明を聞いて

いました。 

 

 

〇今年度の司会のお二人 

 

   佐藤 菜菜子さん（左側）    福田 弥生さん（右側） 

【新潟県・養豚経営】      【神奈川県・酪農経営】 
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○開会 

 

主催者挨拶 

前会長 畠中 五恵子さん（福岡県・採卵鶏経営） 

令和７年度総会をもって会長を退任された畠中五恵子前会長から、ご挨拶

をいただきました。 

 

【挨拶要旨】 

 20 周年を迎えられたことに深く感謝します。特に、長年事務局を務めてき

た中央畜産会と担当者への感謝が大きいです。また、中央畜産会の 70 周年祝

賀会に参加した際、女性参加者が非常に少ない現状を改めて感じ、この会が全

国の女性畜産者の力を見せ学びの場となっていることを誇りに思っています。 

自身もこの会に参加して 20 年の間に多くの仲間と出会い、視野が広がり、

人として成長できました。畜産業界では女性が孤立しがちで学ぶ場も少ないた

め、この会が果たす役割は大きく、今後も地方で孤独に働く女性畜産者にこの

つながりを届け、仲間を増やしていきたいと思っています。 

また、女性ならではの細やかな気配りが畜産の現場でも重要であり、会を通

じてその力が発揮されていることにも感謝しています。自分は会長を退きます

が、次の世代の会長へとバトンを渡しながら、畜産女性のネットワークをさら

に広げ、孤独を減らし、畜産業界を明るくしていきたいです。 
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← 元会長の柴田誠子さんより 

（秋田県・酪農経営） 

昨年度に引き続き、お祝いの

お花をいただきました。 

ありがとうございます。 

会場がとても華やかになりま

した！ 

 

 

新会長 砂流 裕美子さん（島根県・酪農経営） 

令和７年度総会を受け、理事会の互選により、新会長に砂流裕美子さんが

選任されました。 

 

【挨拶要旨】 

20 周年を迎えたこの会に長く関わってきた中で、設立当初のメンバーの

強いエネルギーに圧倒されてきました。これまで受けた恩に報いるために会

長職を引き受けました。 

現在、畜産業界は畜種を問わず非常に厳しい状況にあり、自然災害やさま

ざまな困難が続く中で、どこに向かえばよいのか迷うことも多いです。しか

し、この会で仲間から元気をもらい、日々の生活に活かしていきたいと思っ

ています。 

新しい役員、事務局と協力して前に進めていきます。会員の皆様、これか

らもご協力よろしくお願いいたします。 
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来賓挨拶 

公益社団法人中央畜産会 副会長 姫田 尚 様 

中央畜産会の姫田尚副会長よりご祝辞をいただきましたので、要約にてご紹

介します。 

 

 

【ご祝辞要旨】 

いきいきネットワーク設立 20 周年おめでとうございます。畠中前会長お疲

れ様でした。砂流新会長、これからの２年間どうぞよろしくお願いします。 

このネットワークは、特定畜種に限らず、畜産全体で情報交換できる貴重な場

であり、全国の畜産女性のつながりを広げる役割を果たしています。大会では、

毎年恒例の「2 分間スピーチ」も期待しています。 

畜産の農業産出額に占める割合は現在 35％に達しており、畜産が日本の農業

を支える大きな柱となっています。特に女性の力が現場を支えており、中央畜産

会が主催する全国優良畜産経営管理技術発表会にも参加して女性の力はすごい

んだというところを見せてください。 

最後になりますが、いきいきネットワークの会員を増やして若い活力を取り

込み、より大きく楽しい会にしていきましょう。 

設立 20 周年の記念大会が成功することを祈念いたします。 
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〇講演【畜産女性経営者育成研修会】 

 農林水産省大臣官房 

審議官（兼消費・安全局兼輸出・国際局） 木下 雅由 様 

 【テーマ】海外畜産事情調査で感じたこと 

 オーストラリアをはじめ、これまでに携わった海外畜産事情調査で体験

されたことや感じたことを、ご講演いただきました。グローバル社会の中

で、これからの日本の畜産を考える貴重な機会となりました。 

 

講演中の木下雅由審議官 
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○いきいきネットワーク設立 20 周年を迎えて 

～地域の女性グループの活動報告～ 

 

 設立２０周年を迎えた“全国畜産縦断いきいきネットワーク”これからの飛躍

に向けて、地域で活動する女性グループの皆さんから、取り組みの状況や成果を

報告発表していただきました。 

 地域の女性グループの活動、全国のつながりを強める良い機会となりました。 

 

 

【発表いただいた女性グループ】 

北海道  酪農女性サミット 

福島県  うつくしま福島畜産 mother’s クラブｅ－ＥＮ 

埼玉県  畜産女性いきいきネットワーク埼玉 

山梨県  やまなし畜産女性の会 

静岡県  静岡県の畜産女性 

三重県  三重の畜産女性の会サン・カラット 

岡山県  おかやまフォーベルネット 
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【北海道 酪農女性サミットの活動】 

 

発表者：小林 晴香さん（北海道・酪農経営） 

 

 

 

【福島県 うつくしま福島畜産 mother’s クラブｅ－ＥＮの活動】 

発表者：木目 澤久實子さん（福島県・酪農経営） 先崎 幸江さん（同県・肉用牛経営） 

福田 祐子さん（同県・酪農経営）       小沢 めぐみさん（同県・酪農経営） 
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【埼玉県 畜産女性いきいきネットワーク埼玉の活動】 

 

発表者：久保 香代子さん（埼玉県・肉用牛経営） 

 

 

 

【山梨県 やまなし畜産女性の会の活動】 

 

発表者：猪股 都さん（山梨県・肉用牛経営） 
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【静岡県 静岡県の畜産女性の活動】 

 

発表者：杉村 雅子さん（静岡県・肉用牛経営） 

 

 

 

 

 

 

 

【三重県 三重の畜産女性の会サン・カラットの活動】 

 

残念ながら欠席のため、資料掲載をもって報告 
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【岡山県 おかやまフォーベルネットの活動】 

 

残念ながら欠席のため、資料掲載をもって報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７つのグループは、いずれも畜産女性同士の交流、相互研鑽、さらには消費者

との交流など活発に活動しています。 

 情熱や活気さが伝わってくる報告発表でした。 

 全国畜産縦断いきいきネットワークが、地域のグループの輪を全国の輪につ

なげていくきっかけとなる場になったのではないでしょうか。 
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○いきいきネットワーク会員の拡充に向けて 

 いきいきネットワーク設立２０周年の節目を迎え、ネットワークの未来に向

けて、会員拡充への事務局（中央畜産会）の思いとお願いをお話しさせていただ

きました。 
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〇意見発表会（２分間スピーチ） 

テーマ：設立 20 周年を迎えた感想。今後の展望など等 

 

いきいきネットワーク会員の皆さんと当日参加されたお友達による、大会恒

例の意見発表会（２分間スピーチ）を行いました。将来展望や苦労話、悩み、地

域での取り組みなど、皆さんそれぞれ発表されました。 

全国の仲間と話せる喜び、全国に仲間がいる心強さなど、いきいきネットワー

クを通じて元気をもらっている皆さんの思いが伝わってきました！ 

～意見発表の様子～ 
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○大会宣言 

令和７年度大会宣言を発表！ 採択へ・・・。 

 

最後に、福田 祐子さん（福島県・

酪農経営）が、大会宣言（案）を読み

上げ、満場一致で採択されました。 

大会宣言は次ページのとおりです。 

 

 

 

 

 

○閉会 

 多くの協賛会員をはじめ応援団（畜産関係者）の皆様をお迎えして開会した

大会もあっという間に閉会を迎えました。 

 来年の再会が待ち遠しい楽しく活気あふれる大会となりました。 

 今年参加できなかった会員の皆さん、お友達もつれて、来年の大会でお会い

しましょう。 
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令和７年度大会宣言 
  

私たち畜産女性は、もっと日本の畜産を良くしたいと強い志を持っ

ています。しかしながら、自然災害や家畜伝染病の発生、生産資材価

格の高騰など厳しい状況が続いています。さらには、担い手不足等に

よる畜産農家戸数の減少に歯止めがかかっておりません。 

このような中で畜産業を持続的に発展させていくためには、次代の

畜産を担う人材の育成と消費者との交流や理解醸成を図っていくこと

が大切です。 

だからこそ、私たち畜産女性の力を結集し、地域や畜種の違いを乗

り越え、さらに多くの畜産の仲間たちと一致団結していきしょう。 

これからも仲間とともに持続可能な畜産経営の実現と次世代につ

ながる魅力ある畜産の構築に向け、多くの方々が私たちの活動の輪

に参加することを呼び掛けます。 

 

宣 言 
 

1．次世代につながる魅力ある畜産経営の実現と未来のために、全国

で活動する畜産に携わる女性が、「全国畜産縦断いきいきネット

ワーク」に集い、活動の輪に加わるよう呼び掛けます。 

2．私たちは、畜産を取り巻く様々な課題に対して、畜産の基本であ

る家族経営の発展を礎とし、仲間や地域、関係団体、都道府県、国

と一体となって取組みを進めてまいります。 

３．私たちは、安全な畜産物の生産供給に努め、農場 HACCP への

取組みなど、徹底した飼養衛生管理を行うことにより、国産畜産物

に対する信頼の一層の向上に努めます。 

４．土地基盤に立脚した安定的な畜産経営を目指し、国内の資料資源

や未利用資源の活用を図ります。 

５．畜産業をはじめとする農林水産業、食品産業、消費者が連携し、

持続可能な畜産を確立し、食料安全保障の観点からも国産畜産物

が国民一人一人に行き届くよう取組んでまいります。 

６．引き続き我が国畜産のすばらしさを生産現場から発信し、消費者

との交流を深め、国産畜産物の消費拡大を呼び掛けます。  

 

以上、宣言します。 

 

令和７年１２月１１日 
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○情報交換会 

 大会終了後に情報交換会を開催しました。会員の皆さんから畜産物を持ち

寄ってもらい参加者皆でおいしくいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

うつくしま福島畜産 

mother’s クラブｅ－ＥＮ 

（福島県）より牛肉のゴロ煮 

杉村雅子さん（静岡県） 

ドライウィンナー 

柳原美智子さん（北海道） 

とうきび茶 

石川あい子さん（愛知県） 

ポークジャーキー 
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～情報交換会の様子～ 

  

主催者を代表して、いきいきネット

ワーク理事の石川あい子さん（愛知

県・養豚経営）が挨拶しました。 

 

 

来賓挨拶として、農林水産省畜産局畜

産振興課の冨澤宗高課長よりご挨拶を

いただきました！ 

 

乾杯の発声は、福島県畜産振興協会

の野田富江さん（写真左）とネット

ワーク会員の木目澤久實子さん（福

島県・酪農経営）のお二人が行いま

した。 

 

食事をしながら、皆で楽しく語り合いま

した。 

 

 

締めの挨拶は、会員の本郷万里子さ

ん（長野県・採卵鶏経営）が行い、

名残惜しくも閉会を迎えました。  
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全国畜産縦断いきいきネットワーク大会の翌日に、農林水産省の職員の皆様

と畜産を取り巻く課題について意見交換会を開催した。今年は、いきいきネッ

トワークの会員１１名、農林水産省からは関村静雄審議官（畜産局担当）、新

納正之分析官をはじめ多くのご担当者が参加しました。 

 

開催日時：令和７年 12 月 12 日（金）１０：００ ～ １２：００ 

開催場所：農林水産省畜産局第１会議室 

テーマ：①自給飼料・国産飼料の生産・確保について 

②畜産戸数の減少、担い手の確保について 

③猛暑と働き方改革の影響について 

④６次産業化について 

⑤畜産クラスター事業について 

 

 会員の皆さんから事前に寄せられた意見交換のテーマ・質問内容を基に活発

な意見交換が行われました。 

 農林水産省のご担当者の皆様には、畜産政策の背景や現在地、今後の取り組

みなど様々な角度で分かりすくご説明いただきました。 

 ありがとうございました。 

 

【会員の皆さんから事前に寄せられた意見交換のテーマ・質問内容】 

 

１ 自給飼料・国産飼料の生産・確保について 

新しい大臣は失礼ながら全く存じ上げない方ですが、ようやくまともな考

えの方と感じました。 

WCS や SGS を飼料として使っています。前大臣がコメの増産に方向転換

したため、飼料用稲が減産となった今年でした。大臣が代わってまた生産量

が元に戻ってくれるのか。おそらく稲作農家も迷っていることと思います。

この状況を踏まえて来年度の転作奨励金的な制度はどうなるのでしょうか。 

 

昨年の米騒動により、地域で飼料用米の収穫量が激減しています。 

財務省は 2027 年度から飼料用米を水活の交付金の対象外とする方針と聞い

ており、今後の飼料用米の確保に不安を持っています。 

行政ご担当者との意見交換会 in 霞が関 



- 21 - 
 

折角、耕畜連携が軌道に乗ってきたところも多いのに、もったいない話で

す。 

飼料自給率の向上に向けての具体的な案はあるのか、今後の見通しを教え

て下さい。 

 

２ 畜産戸数の減少、担い手の確保について 

畜産農家の減少は畜種を問わず歯止めがかからない状況ですが、今後どの

ような方向を目指されますか。一昔前のように外国から安く買えば良いとい

う時代でもないように思います。 

関連して、農家への所得補償制度は考えてみても良いと思いますが、可能

性はありますか。 

 

３ 猛暑と働き方改革の影響について 

最近、夏が熱く豚の成長が悪く、秋に出荷が混み合います。一方、と畜場

も働き方改革で出荷頭数に上限が定められています。 

年末のかき入れ時になんとかならないものでしょうか。 

 

４ ６次産業化について 

畜産農家による６次産業化の取り組みに対する国としての支援についてお

聞きしたいです。 

 

５ 畜産クラスター事業について 

最近の農業新聞に、これまで対象外であった酪農牛舎整備が畜産クラス

ター事業の対象となるとの記事が載っていました。機械導入時の増頭制限も

撤廃とのこと。 

このように、条件などの見直しが他の畜種にもあるようでしたら、教えて

下さい。 

また、そのような改正は是非とも広く告知してください。 
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～意見交換会の様子～ 

 

 

開会にあたり、農林水産省の関

村静雄審議官（畜産局担当）か

らご挨拶をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見交換会の様子 

 

参加者した会員の皆様 
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 令和７年度の書面総会について、下記のとおりご報告します。 

 

[報告事項] 

 以下の件について、報告しました。 

 （１）令和６年度活動報告に関する件 

 （２）令和６年度収支決算報告に関する件 

[決議事項] 

 以下の件について、承認を求め案のとおり承認されました。 

 第１号議案 令和７年度理事の改選に関する件 

令和７年度理事 

地 域 氏 名 都道府県 畜 種 

北海道・東北 

北海道・青森・岩手・宮城・秋田・山形・福島 

小林 晴香 北海道 酪 農 

福田 祐子 福島県 酪 農 

関 東 

茨城・栃木・群馬・埼玉・千葉・東京・神奈川 

山梨・長野・静岡 

久保 香代子 埼玉県 肉用牛 

田中 真紀子 神奈川県 酪 農 

原  奈美 山梨県 肉用牛 

本郷 万里子 長野県 採卵鶏 

北 陸 

新潟・富山・石川・福井 
佐藤 菜菜子 新潟県 養 豚 

東 海 

岐阜・愛知・三重 
石川 あい子 愛知県 養 豚 

近 畿 

滋賀・京都・大阪・兵庫・奈良・和歌山 
－ — － 

中国・四国 

鳥取・島根・岡山・広島・山口・徳島・香川 

愛媛・高知 

砂流 裕美子 島根県 酪 農 

九州・沖縄 

福岡・佐賀・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島 

沖縄 

畠中 五恵子 福岡県 採卵鶏 

 

これを受け、全国畜産縦断いきいきネットワーク規約第７条の規定により、理

事会決議によって、理事の中から以下のとおり会長１名、副会長２名以内、会計

担当理事２名を選出しました。任期は令和９年度総会終結の時までとなります。 

会長：砂流裕美子 

副会長：久保香代子 

会計担当理事：本郷万里子、佐藤菜菜子 

 

令和７年度総会開催報告 
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協賛会員の皆様 

（五十音順・敬称略） 

 オ リ オ ン 機 械 株 式 会 社 

 一 般 社 団 法 人 家 畜 改 良 事 業 団 

 株 式 会 社 コ ト ブ キ ソ リ ュ ー シ ョ ン 

 全 国 食 肉 事 業 協 同 組 合 連 合 会 

 全 国 肉 牛 事 業 協 同 組 合 

 公 益 社 団 法 人 全 国 農 業 共 済 協 会 

 全 国 農 業 協 同 組 合 連 合 会 

 全 国 畜 産 農 業 協 同 組 合 連 合 会 

 全 国 酪 農 業 協 同 組 合 連 合 会 

 株 式 会 社 大 建 情 報 シ ス テ ム 

 一 般 財 団 法 人 畜 産 環 境 整 備 機 構 

 中 部 エ コ テ ッ ク 株 式 会 社 

 東 西 産 業 貿 易 株 式 会 社 

 株 式 会 社 中 嶋 製 作 所 

 公 益 社 団 法 人 日 本 食 肉 格 付 協 会 

 協 同 組 合 日 本 飼 料 工 業 会 

 株 式 会 社 日 本 農 業 新 聞 

 一般社 団法人日 本 ホルスタ イン 登録協 会 

 一 般 社 団 法 人 日 本 養 鶏 協 会 

 一 般 社 団 法 人 日 本 養 豚 協 会 

 日 本 養 豚 事 業 協 同 組 合 

 日 本 酪 農 政 治 連 盟 

 独 立 行 政 法 人 農 畜 産 業 振 興 機 構 

 株 式 会 社 博 秀 工 芸 

 富 士 平 工 業 株 式 会 社 
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協賛広告 

（協賛会員の皆様） 
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（広告掲載ご協力の皆様） 
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編 集 

 

全国畜産縦断いきいきネットワーク事務局《（公社）中央畜産会》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TEL：03-6206-0843（事務局直通） FAX：03-5289-0890 

e-mail shien@sec.lin.gr.jp 

ホームページ：https://jlia.lin.gr.jp/joseinet/ 
 

 

会員も随時募集中です！ 

 


